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海外渡航の際の疾病予防、チェックリスト 

（海外にいかれる方：先進国、南アジア、アフリカを除く発展途上国の都心部短期滞在） 

海外渡航者全体の 9割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感染症内科（海外渡航専門機関）へ 

（全体の 1割） 

 

 

 

インフルエンザ予防接種 

：東南アジア・南アジア（雨季：5-10,11月） 

：南半球 （冬季）（6-9月） 

A 型肝炎予防接種（１歳～） 

発展途上国渡航（短期） 

皮下・筋肉 3回接種(0,2-4週,24週-)で 5年間以上（通常 10年） 

過去に接種歴(5年以上前)：1回追加±抗体測定 

 

 

麻疹（通常 MR）予防接種 

海外全域 

2回の接種歴を確認 

昭和 52年生まれ～平成 2年（27歳～40歳） 

⇒1回接種世代で追加が必要（40歳以上は自然罹患が多い） 

 

 

虫除け（蚊よけ）食事指導 

渡航前健診（6ヶ月以上）、慢性疾病管理 

 

 

 

 

発展途上国長期滞在（赴任） 

発展途上国：農村部、南アジア（インド・パキスタンなど）、アフリカ旅行 

海外留学（入学） 

特殊ワクチン・予防薬・証明書（出産：成人用３種混合ワクチン、メッカ巡礼） 

 

かかりつけ患者より海外渡航の注意点を聞かれたら？

① 常用薬の確認

② 麻疹ワクチンの2回接種歴

③ 虫よけ（蚊）：特に東南アジア・南アジア・アフリカ

④ 厚生労働省検疫所で海外渡航先の確認
https://www.forth.go.jp/news/20190917.html



国内～海外にでる時の注意

•安全

•体調不良

：持病

：感染症・その他（虫歯・不眠等）
新興感染症や輸入感染症の伝播の主要な原因



海外では感染症・医療問題で困る。

• 衛生環境が日本より格段によくない。

• 密集環境にタイトなスケジュールでいくため感染しやすい。

• 野外などのアクティビティが多く、移動が多い。

• 開放的になり、普段より活動的になっている。

• 土地勘のない場所であり、事故に合いやすい。

• 免疫をもっていない地域の感染症に罹患しやすい。

• 感染症（虫さされを含む）にかかった時に、医療アクセスがしにくい。



よくある事例

•旅行者下痢症

•呼吸器感染症

（インフルエンザ・COVID-19)

•性病（淋菌・クラミジア・梅毒）

•皮膚疾病

後悔する事例

•難治性感染症罹患

•麻疹

•流行性疾病（デング・腸チフス・マラリア）

•動物咬傷（破傷風・狂犬病）

•性病（HIV/エムポックス等）



海外で多い感染症（予防可能な疾病）

感染症 地域

経口感染 旅行者下痢症、A型肝炎、E型肝炎、腸チフス、パラチフス 途上国全域（腸チフスは特に南アジア）

飛沫感染・
空気感染 急性上気道炎、COVID-19、インフルエンザ、麻疹、風疹 海外全域

蚊媒介

マラリア
熱帯・亜熱帯地域
（特にサハラ以南アフリカ）

デング熱・ジカ熱・チクングニア 中南米、東南アジア、南アジア

黄熱 熱帯アフリカ、南米

日本脳炎 東アジア、東南アジア、南アジア

性行為
梅毒、淋菌、クラミジア、HIV、B型肝炎、ジカ熱 海外全域

動物咬傷
狂犬病 途上国全域



現地での感染症予防

•生水・氷・カットフルーツの入ったものを食べることは避けましょう。

•食事は、十分に火の通った信頼できるものを食べましょう。

•蚊・ダニに刺されないように、服装に注意し、必要時、虫よけ剤を使う。

•動物はには、むやみに近寄ったり、触らないようにしましょう。

•薬物やゆきずりの性交渉で感染し、一生後悔することのない行動をとりましょう。

•咳や発熱、発疹など、なんらかの症状がある方との濃厚な接触は避ける。



海外渡航の際の疾病予防、チェックリスト 

（海外にいかれる方：先進国、南アジア、アフリカを除く発展途上国の都心部短期滞在） 
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かかりつけ患者が海外にいってきますといってきたら？

① 常用薬の確認

② 麻疹ワクチンの2回接種歴
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患者が留学？長期出張、家族で赴任、発展途上国へ長期滞在するといってきたら？

筑波メディカルセンター病院

感染症内科外来（渡航外来）

：海外渡航前（約3000名/年）

渡航専従事務が予約・事前問診・書類作成補助

渡航前：

①予防接種（各種特殊ワクチン）・渡航前調査

②感染症予防策（予防内服薬）

③各種書類（公式英文書類含む）


	スライド 1: 海外渡航前に必須の感染症予防
	スライド 2
	スライド 3: 国内～海外にでる時の注意
	スライド 4: 海外では感染症・医療問題で困る。
	スライド 5: よくある事例
	スライド 6: 海外で多い感染症（予防可能な疾病）
	スライド 7: 現地での感染症予防
	スライド 8
	スライド 9

